
会　計 国民健康保険
特別会計

学校給食事業
特別会計

介護保険
特別会計

カルルス温泉スキー場
事業特別会計

後期高齢者医療
特別会計

歳　入 58.0億円 3.7億円 38.7億円 1.2億円 8.4億円

歳　出 50.5億円 3.7億円 37.1億円 1.2億円 8.4億円

収　支 7.5億円 0.0億円 1.6億円 0.0億円 0.0億円

残高は前年度に比べ減少し、返済額は増加

自由に使うことができる貯金は、前年度末に比べ3.1億円増加

市債残高の推移

242.9億円

9.8億円

一般会計 特別会計（学校給食事業）
平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

237.2億円

228.0億円 228.3億円
222.4億円

250

240

230

220

210

200

財政調整基金 減債基金の一部

基金残高の推移

北海道市町村備荒資金
組合超過納付金

14

（億円）

（億円）

12

10

8

6

4

2 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

10.7億円

8.7億円

6.7億円

12.1億円

項　　　目 金　　額
収益的収入

9億8,204万円
9億4,718万円
4,204万円

0万円

10億2,408万円
営業収益
(内給水収益)
営業外収益
特別利益

収益的支出

純利益

7億6,920万円
6,514万円

1万円

8億3,435万円

1億8,973万円

営業費用
営業外費用
特別損失

収益的収支

項　　　目 金　　額
資本的収入

2億8,280万円
5,452万円
2,987万円

3億6,719万円
企業債
負担金
補助金

資本的支出

不足額

5億 　 95万円
3億2,158万円

8億2,253万円

4億5,534万円

建設改良費
企業債償還金

資本的収支

項　　　目 金　　額
収益的収入

1,341万円
1,620万円

0万円

2,961万円
営業収益
営業外収益
特別利益

収益的支出

純損失

3,923万円
227万円
1万円

4,151万円

1,190万円

営業費用
営業外費用
特別損失

収益的収支
項　　　目 金　　額

資本的収入
0万円

484万円

484万円
企業債
補助金

資本的支出

不足額

67万円
762万円

829万円

345万円

建設改良費
企業債償還金

資本的収支

特別会計

市の借金の状況

市の貯金の状況

水道事業会計

簡易水道事業会計

保険料や使用料を財源に、特定の事業を
行うための会計
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　市では、道路や公共施設など、将来にわたっ
て利用される大規模な施設を整備する時に、国
や銀行から長期間で返済する資金を借り入れて
おり、これら市の借金を市債といいます。
　市の市債残高は、昨年度に比べ5.9億円減少、
返済額（公債費）は、鷲別小学校建替事業やク
リンクルセンター中間改修事業について、元金
の返済が始まったことなどから、前年度に比べ
微増となりました。
　なお、一般会計における返済額は24.0億円と
なり、支出全体に占める割合は 8.8㌫で、前年
度比で0.1億円増加しました。

　水道事業は、原則、水道料金収入のみで経費などを全て賄いながら、市民の
皆さんの生活に必要不可欠な水を、現在はもちろん将来にわたって安全に、そ
して安定的に供給するため、市が一つの企業として運営しています。

　令和２年２月に料金の改定を行
い、今後も令和４年と令和６年に
段階的に改定するなど、赤字の解
消に努めていますが、収益的収支
において1,190万円、資本的収支
において345万円の不足となりま
した。
　不足額は、減価償却費などの内
部留保資金（損益勘定留保資金）
などで補てんしました。

　主に農業活動などを支えるライフラインとして重要な役割を担っている簡易
水道事業。北海道や市の営農用水事業を経て、市は、平成８年度から簡易水道
事業としての経営認可を受け、事業運営を行っており、平成31年度からは企業
会計方式を採用し、市が経営する企業として運営しています。

給水人口
給水戸数
年間給水量

45,779人
21,683戸

3,770,424立方㍍

給水人口
給水戸数
年間給水量

147人
116戸

82,955立方㍍

　市は、特定の事業に使用したり、財源の調整
を図るため、基金（預金）を積み立てています。
　このうち、市の台所事情が苦しい時などに自
由に使うことができる基金などとして、財政調
整基金、減債基金の一部、北海道市町村備荒資
金組合超過納付金の３種類があります。
　これらの令和２年度末残高は、合計で 9.8 億
円となり、前年度末の残高に比べて 3.1 億円増
加しました。
　今後も安定的な財政運営を図るため、基金残
高の確保に努めます。

企業債の残高（令和３年３月31日現在）
１億 9,455 万円

企業債の残高（令和３年３月31日現在）
※給水人口一人当たり…95,397円

43 億 6,719 万円

設備や施設などの管理に必要な支出と使用料などの収入を表したもの
施設の新設や改良のほか、借金返済などにかかる支出と、企業債収入などの収支
を表したもの

用語解説

　収益的収支における収入合計は、予算の９億 9,754 万円に対し、
決算は10億2,408万円で2,654万円の増となりました。
　支出合計は、予算の８億7,808万円に対し、決算は８億3,435万円
で4,373万円の減となり、この結果、収支決算は、１億8,973万円の
黒字となりました。
　黒字額については、国などからの借金返済に備え、減債積立金に
9,487 万円、配水管の更新などの施設整備に備えるため建設改良積
立金に9,487万円を積み立てる予定です。
　資本的収支における収入合計は、予算の４億 3,300 万円に対し、
決算は３億 6,719 万円で 6,581 万円の減となりました。
　また、支出合計は、予算の９億 6,583 万円に対し、決算は８億
253万円で１億 4,330 万円の減となりました。
　この結果、収支決算は、４億 5,534 万円の不足となりましたが、
不足額は減価償却費などの内部留保資金（損益勘定留保資金）など
で補てんしました。
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●収益的収支…
●資本的収支…


